
報道関係各位 2017年8月4日 

一般社団法人とみおかプラス 

  あらゆる人々のつながりを土台として富岡町の未来に向けたまちづくりを主導する民間団体「一般社

団法人とみおかプラス」では、富岡町、環境省、オリンパス株式会社との共催で、７月28日（金）～8月2

日（水）まで、東京都新宿区の「オリンパスプラザ東京 クリエイティブウォール」にて、福島県富岡町サク

ラフォトコンテスト入賞作15点の写真展を開催しました。 

 

 展示した写真は、2017年4月一部地域の避難指示が解除された富岡町を対象エリアに、町のシンボル

である夜の森地区の「さくら」や「富岡町の人・場所・思い出」をテーマに応募されたものです。入賞の写

真は、応募総数122点から富岡町長、福島中央テレビ、とみおかプラス、写真家 桃井一至氏、オリンパ

ス㈱ が厳選な審査を行い選考した15点です。（福島県富岡町サクラフォトコンテスト：4月6日～6月1日） 

 

 この写真展は、町民が故郷への誇りを持ち、つながりを保ち続けられるように町の魅力を広くアピール

すると共に、全国の方々に富岡町を知っていただくことを願い開催しました。 

 今後は、富岡町複合商業施設『さくらモールとみおか』等で写真展を開催し、一人でも多くの方にご覧

になっていただきたいと思っています。 

一部地域避難指示解除後、初開催！！ 

 2017年7月26日～8月2日  

共催：（一社）とみおかプラス、富岡町、環境省、オリンパス（株） 

「桜まつり」7年ぶり復活記念！福島県富岡町サクラフォトコンテスト 

入賞作品写真展盛況にて終了 

【本報道関係者様のお問合わせ先】 

写真展開催事務局 担当：井澤 敏彦 

TEL：03-5565-2785 



タイトル 

投影 

撮影者 

仁田 翔子 

コメント 

カーブミラーに映るのは、綺麗な桜並木だけ。 

参考資料１ 

タイトル 

富岡夜ノ森さくらだ～ね。 

撮影者 
門林 泰志郎 

コメント 

是非とも来てください、富岡町へ. 
今満開の夜ノ森さくらです、 
最高の春、夜ノ森です～ぞ～。 

タイトル 

元気になあれ富岡 

撮影者 

まーびー 

コメント 

（コメントなし） 

優秀賞（1点） 富岡町 町長賞（1点） 

福島中央テレビ賞（1点） 

タイトル 

未来を描く 

撮影者 

トリッキー東郷 

コメント 

これからワクワクが待っているぞと思わせる風景
でした。 

タイトル 

夜の森のyosakoi 

撮影者 

菊池 真一 

コメント 

来年は満開の桜の元皆さんの笑顔に会えますよ
うに。 

オリンパス賞（1点） 

タイトル 

桜並木で集合写真 

撮影者 

小菅 幸志 

コメント 

福島県郡山市の仮設住宅で、富岡町の方々のボ
ランティアに参加させて頂いており、今回、夜ノ森
桜祭りにお邪魔させて頂きました。残念ながら、天
気に恵まれなかったため、来年また楽しみに富岡
町に来たいと思います。 
 

とみおかプラス賞（10点） 

最優秀賞（1点） 

とみおかプラス賞（10点） 

タイトル 

月と桜 

撮影者 

ホナナ 

コメント 

桜を見ていたら、たまたま桜の間から月が見えた
ので写真を撮りました。 

タイトル 

彼方へ 

撮影者 

中久喜 匠太郎 

コメント 

震災後に富岡町に通い始め、年に数回写真を
撮っています。この艶やかな桜が彼方の漆黒の闇
を埋め尽くす日が待ち遠しいです。 

タイトル 

宝泉寺 

撮影者 

佐藤 杏香 

コメント 

この作品は、震災後はじめて富岡町に帰った時に
撮ったものなので、かけがえのないものの１つとし
て一生皆様の心の何処かに覚えててほしいもの
です。家は、帰還困難区域ということでまだ帰るこ
とはできないが、いつか必ず戻りたい。 



とみおかプラス賞（10点） 

タイトル 

夜ノ森の蕾 

撮影者 

元気魂 

コメント 

２０１７年４月８日に開催された「富岡町復興の集
い2017」で撮った写真です４月１日に富岡町の一
部の避難区域が解除され多くの方が桜見物に訪
れていましたこの日はまだ咲き始めで蕾も多かっ
たですがこの富岡町もこれから多くの蕾が開花し
笑顔がいっぱい咲く町になってほしいです。 

タイトル 

富岡第二小に少女となりて 

撮影者 

池下 尚彦 

コメント 

愛しいひとがいた 
少女のようなひとだった 
それは心根だけではなく 
そこで本物の少女となった 
ぼくは目をうたがわなかった 
自然にその後ろ姿を写したのは言うまでもない 
亡き古里にいまも生きる君よ少女よそして桜よ 

タイトル 

桜とともに 

撮影者 

浅倉 美和 

コメント 

時間が止まったかのような中でも桜が大きく咲い
ていました。 
桜とともに生活できる時がくることを願いなが
ら・・・ 

タイトル 

さくらキッス！ 

撮影者 

名嘉 陽一郎 

コメント 

震災当時、娘は1歳でした。故郷富岡の記憶は全
くありませんが、親から聞く故郷の名前に興味を
持ち、この日を楽しみにしていました。 
4月に避難指示が解除になり、初めて娘と我が家
に泊まることができました。 
故郷の誇りでもある夜の森の桜を一緒に愛でるこ
とができ、親として涙が出ました。 
桜にただいま！と言っているように、ちゅーをした
時の写真です。 

タイトル 

捕まえた！ 

撮影者 

鈴木 教弘 

コメント 

避難指示の解除がなされた富岡町の夜
ノ森地区での一幕。子どもが思わず手
を伸ばす先には花が一つ。震災後には
人の住めない地域となっていて、道路
に落ちているものには大人でさえ手を
伸ばそうとはしなかったと思います。確
実に日常が戻ってきている。そんな印
象の写真が撮れました。 

タイトル 

古里に戻りて 

撮影者 

浅草岳 

コメント 

富岡町の住民ですが今は避難先。久し
ぶりの夜の森そして友人との再会。桜
はまだまだでしたが古里富岡夜の森で
の再会に嬉しさ、懐かしさがこみあげ、
この笑顔です。咲いてる桜をみつけ、な
んとか一緒に撮れました。有難う夜の森
桜さん！！ 

参考資料２ 

【本報道関係者様のお問合わせ先】 

写真展開催事務局 担当：井澤 敏彦 

TEL：03-5565-2785 


